
（105）　1920－30年代の．インドネシアの国際収支一植民地的流出とその政治経済的背景
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一
九
二
〇
1
三
〇
年
代
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
際
収
支
－
植
民
地
的
流
出
と

そ
の
政
治
経
済
的
背
景

は
じ
め
に

，
近
代
に
お
け
る
植
民
地
か
ら
の
本
国
へ
の
窟
の
流
出
ぱ
、
ニ
ハ

世
紀
に
始
ま
る
ス
ベ
イ
ン
に
よ
る
重
商
主
義
的
収
奪
か
ら
一
九
世

紀
末
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
に
代
表
さ
れ
る
帝
国
主
義
的
支
配
ま
で
、

色
々
な
形
態
を
と
り
な
が
ら
も
、
明
々
白
々
の
事
実
で
あ
る
。
な

ん
と
な
れ
ぱ
、
そ
も
そ
も
、
植
民
地
獲
得
の
経
済
的
動
機
は
、
第

一
，
に
そ
こ
の
資
源
（
産
物
を
含
む
）
を
独
占
す
る
こ
と
（
商
業
資

本
に
よ
渇
貿
易
利
得
が
目
的
）
、
第
二
に
そ
こ
に
市
場
を
確
保
す

る
こ
と
（
産
業
資
本
に
よ
る
自
国
晶
販
売
利
益
が
目
的
）
、
そ
し

て
第
三
に
、
そ
こ
の
安
価
な
生
産
要
素
を
利
用
す
る
こ
と
（
植
民

地
資
本
に
ユ
る
現
地
生
産
利
潤
が
目
的
）
・
に
あ
り
、
・
上
記
の
目
的

内
　
　
藤

能

房

を
達
成
し
え
な
い
場
合
に
は
、
軍
事
上
の
特
別
な
便
益
を
前
提
と

し
な
い
隈
り
、
本
来
、
植
民
地
獲
得
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
才
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
支
配
下
に
あ
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、

こ
の
三
者
の
資
本
が
ど
れ
も
単
独
で
存
在
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
少
く
と
も
一
八
七
〇
年
以
降
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
第
三
番

目
の
植
民
地
資
本
が
明
ら
か
に
優
勢
で
あ
り
、
同
時
期
の
植
民
地

政
策
を
決
定
づ
け
た
の
も
こ
の
資
本
の
利
害
で
あ
っ
た
と
言
っ
て

よ
い
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
こ
の
時
期
に
お
け
る
流
出
問
題
に
つ
い
て
は
、

J
・
ヘ
ル
デ
レ
ン
（
』
。
く
竃
Ω
o
δ
雪
實
）
が
『
熟
帯
植
民
地
国

家
経
済
挙
講
義
』
（
一
九
二
七
年
刊
）
で
、
ま
た
J
・
H
・
ブ
ー

ケ
（
」
・
｝
胃
昌
竃
田
o
呉
①
）
が
『
二
重
社
会
の
経
済
学
と
経
済
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＾
1
）

政
策
』
（
一
九
五
三
年
刊
）
等
で
論
じ
て
い
る
。
　
ヘ
ル
デ
レ
ン
は

貿
易
収
支
を
主
た
る
考
察
の
対
象
と
し
て
お
り
、
し
か
も
、
「
蘭

領
東
イ
ン
ド
の
輸
出
超
過
は
主
と
し
て
、
一
力
年
に
流
出
し
た
利

益
お
よ
ぴ
利
子
の
額
か
ら
、
同
期
間
に
物
の
形
で
流
入
し
た
新
規

投
資
額
を
控
除
し
た
差
額
で
あ
る
」
と
国
際
収
支
に
づ
い
て
誤
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

た
理
解
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、
ブ
ー
ケ
は
、
国
際
収
支
に
つ
い

て
は
正
確
な
知
識
を
有
し
て
い
る
も
の
の
、
植
民
地
的
「
流
出
」

に
つ
い
て
は
、
流
出
と
い
う
用
語
を
幾
つ
か
の
意
味
に
分
類
し
、

そ
の
異
っ
た
意
味
．
こ
と
に
検
討
を
加
え
な
が
ら
、
結
局
の
と
二
ろ
、

問
魑
は
植
民
地
的
流
出
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
経
済
的
な
二
重
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

造
に
あ
る
、
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　
植
民
地
期
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
経
済
社
会
を
経
済
的
二
重
構
造
と

い
う
概
念
で
把
え
る
こ
と
が
適
切
か
つ
学
間
的
に
生
産
的
で
あ
る

か
ど
う
か
は
、
差
し
当
っ
て
お
い
て
お
く
と
し
て
、
筆
者
は
、
む

し
ろ
、
植
民
地
的
流
出
現
象
を
生
み
出
す
政
治
権
力
の
存
在
な
ら

ぴ
に
そ
の
介
在
に
よ
る
強
い
ら
れ
た
経
済
取
引
こ
そ
、
経
済
的
な

二
重
構
造
（
ブ
ー
ケ
の
い
わ
ゆ
る
「
二
重
経
済
」
）
の
根
源
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
本
稿
は
、
こ
う
し
た
筆
者
の
推
測
を
確
か
め
る
ひ
と
つ
の
準
備

作
業
と
し
て
、
時
期
的
長
さ
と
し
て
は
必
ら
ず
し
も
充
分
で
は
な

い
が
、
資
料
的
に
入
手
可
能
な
一
九
二
〇
1
三
〇
年
代
の
植
民
地

期
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
際
収
支
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、

そ
の
背
後
に
あ
る
カ
学
に
つ
い
て
著
干
の
考
察
を
加
え
る
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
最
後
に
上
記
の
分
析
・
考
察
の
結
果
が
ブ
ー
ケ
の

「
二
重
経
済
」
論
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
か
に
つ
い
て
も
言
及

し
、
結
び
に
か
え
た
い
。

一
一
　
一
九
二
〇
1
三
〇
年
代
の
国
際
収
支

　
第
－
表
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
闘
領
東
イ
ン
ド
ー
以
下
、
蘭
印

と
賂
記
す
る
）
の
一
九
二
五
－
三
九
年
の
国
際
収
支
表
で
あ
る
。

国
際
収
支
と
は
あ
る
国
（
ま
た
は
外
に
対
し
て
経
済
単
位
と
し
て

ま
と
ま
っ
た
一
定
の
地
域
）
の
一
定
期
間
（
通
常
一
年
間
）
に
お

け
る
対
外
経
済
取
引
に
伴
う
国
境
（
ま
た
は
一
定
の
経
済
区
域
）

　
　
　
　
か
お

を
越
え
た
金
の
流
れ
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
か
拍

も
と
よ
り
、
そ
の
金
の
流
れ
の
背
後
に
あ
る
財
、
サ
ー
ビ
ス
お
よ

ぴ
要
素
（
資
本
な
ら
ぴ
に
労
働
）
の
金
体
と
し
て
の
取
引
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
財
、
サ
ー
ビ
ス
、
資
本
等
が
ど
の
よ
う
に
取
引
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
拍

れ
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
金
体
と
し
て
の
金
が
ど
の
よ
う
に
流
れ
た

か
を
見
る
に
は
、
同
表
は
や
や
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
対
外
取
引

　
　
　
か
拍

に
伴
う
金
の
流
れ
の
全
体
像
を
よ
り
捉
え
易
く
す
る
た
め
に
、
現
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（107）　192ト30年代のインドネシアの国際収支一植民地的流出とその政治経済的背景

行
の
I
M
F
方
式
に
近
い
形
に
整
理
し
直
し
て
み
る
と
、
第
2
表

の
よ
う
に
概
括
で
き
る
。

　
第
2
表
に
よ
る
と
、
ブ
ー
ケ
が
自
論
の
「
二
重
経
済
」
論
を
展

開
・
拡
張
す
る
上
で
そ
の
基
礎
的
素
材
と
し
た
一
九
二
0
1
三
〇

年
代
の
蘭
印
の
国
際
収
支
の
構
造
は
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
も
の

で
あ
う
た
と
要
約
で
き
る
。

　
も
の
の
取
引
の
帳
尻
と
し
て
の
貿
易
収
支
は
一
貫
し
て
輸
出
超

過
で
、
と
り
わ
け
二
〇
年
代
は
巨
額
の
外
貨
を
稼
い
で
い
る
。

　
次
に
、
運
輸
、
旅
行
、
投
資
収
益
、
そ
の
他
（
特
許
権
使
用
料

等
）
か
ら
な
る
貿
易
外
の
収
支
は
、
貿
易
収
支
と
は
逆
に
一
貫
し

て
マ
イ
ナ
ス
を
記
録
し
て
い
る
。
わ
け
て
も
、
直
接
投
資
に
基
づ

く
利
子
、
配
当
金
、
な
ら
ぴ
に
支
店
収
益
（
主
と
し
て
貿
易
に
係

わ
る
も
の
）
と
長
期
の
借
款
利
子
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
投
資
収

益
」
は
年
々
、
相
当
額
の
流
出
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
対
価
を
伴
わ
な
い
取
引
に
つ
い
て
の
移
転
収
支
も
一

貫
し
て
マ
イ
ナ
ス
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
、
在
蘭
印
の
外

国
人
に
よ
る
海
外
送
金
と
退
職
し
て
本
国
へ
帰
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
人

へ
の
年
金
支
払
で
あ
る
。

　
以
上
が
経
常
的
な
対
外
取
引
に
係
わ
る
も
の
で
、
経
常
収
支
は
、

第
2
表
に
明
ら
か
な
，
こ
と
く
、
一
九
二
九
⊥
一
…
年
の
五
年
間
と

一
九
三
八
年
を
除
い
て
黒
字
を
計
上
し
て
い
る
。

　
他
方
、
資
本
の
移
動
に
係
わ
る
資
本
勘
定
に
つ
い
て
は
、
長
期

資
本
収
支
が
一
九
三
0
1
三
四
年
の
五
年
間
以
外
は
す
ぺ
て
赤
字

で
、
長
期
資
本
の
流
出
が
流
入
を
上
回
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

長
期
資
本
取
引
の
内
容
は
、
長
期
投
資
の
受
入
れ
、
債
務
の
償
還
、

証
券
の
購
入
（
証
券
投
資
）
、
生
命
保
険
料
の
支
払
か
ら
成
っ
て

お
り
、
長
期
資
本
収
支
が
マ
イ
ナ
ス
の
年
は
、
債
務
返
済
、
証
券

購
入
、
保
険
料
支
払
と
い
う
資
金
流
出
額
が
蘭
印
に
対
す
る
新
規

の
長
期
投
資
額
を
上
回
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
現
行
の
国
際
収
支
統
計
で
は
短
期
資
本
収
支
、
誤
差
脱
漏
の
額

が
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
、
最
後
に
総
合
収
支
が
明
ら
か
と
な
る
一
方
、

そ
れ
に
対
応
す
る
形
で
公
的
部
門
お
よ
ぴ
為
替
銀
行
部
門
の
流
動

的
な
対
外
資
産
・
負
債
の
増
減
を
示
す
金
融
勘
定
の
中
味
が
提
示

さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
貨
幣
用
金
の
売
買
の
一
部
が

別
個
に
数
字
で
示
さ
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
短
期
資
本
と
誤
差
脱
漏

と
金
融
勘
定
が
分
離
さ
れ
な
い
ま
ま
計
上
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、

現
在
の
意
味
で
正
確
な
総
合
収
支
を
語
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る

が
、
一
九
三
0
1
三
六
年
の
七
年
間
と
一
九
三
八
年
は
、
貨
幣
用

金
を
売
却
し
て
、
つ
ま
り
今
日
風
に
言
え
ぱ
外
貨
（
準
備
）
を
取

り
く
ず
し
て
、
全
体
と
し
て
の
赤
字
を
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
し
て
い
た
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（109）　1920－30年代のインドネシアの国際収支一植民地的流出とその政治経済的背景
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〕

と
考
え
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
か
ろ
う
。

　
次
に
、
外
国
資
本
の
国
際
収
支
に
与
え
る
影
響
と
い
う
側
面
に

隈
っ
て
、
よ
り
詳
細
に
検
討
し
て
見
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る

（
第
3
表
参
照
）
。

　
ま
ず
証
券
取
得
（
直
接
投
資
な
ら
ぴ
に
証
券
投
資
）
の
果
実
と

し
て
の
配
当
お
よ
ぴ
債
権
取
得
に
対
す
る
報
酬
と
し
て
の
利
子
と

い
う
「
投
資
収
益
」
、
次
い
で
債
務
元
本
の
返
済
、
さ
ら
に
は
多

く
の
場
合
、
海
外
か
ら
の
投
資
に
関
連
す
る
技
術
移
転
に
係
わ
る

特
許
料
支
払
を
舎
め
る
と
、
全
体
と
し
て
一
九
二
五
－
三
〇
年
に

は
年
々
三
－
五
億
ギ
ル
ダ
ー
の
規
模
で
、
そ
れ
以
後
も
毎
年
一
1

§
g

二
億
ギ
ル
ダ
ー
が
国
外
に
流
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
長

期
資
本
の
流
入
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
一
億
ギ
ル
ダ
ー
を
超

え
た
の
が
数
年
た
ら
ず
で
、
し
か
も
そ
れ
が
最
も
多
額
で
あ
っ
た

一
九
三
〇
年
で
す
ら
、
流
出
し
た
配
当
額
を
下
回
っ
て
い
る
。
も

っ
と
も
、
一
九
二
九
年
の
世
界
恐
慌
後
の
不
況
下
で
企
業
収
益
が

極
端
に
悪
化
し
た
三
〇
年
以
降
三
四
年
ま
で
は
、
内
部
留
保
も
確

保
し
難
く
ト
　
一
年
遅
れ
で
影
響
を
蒙
む
る
配
当
送
金
額
は
極
端
に

削
減
さ
れ
、
長
期
投
資
額
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

全
体
と
し
て
云
え
ば
、
第
3
表
に
明
ら
か
な
、
こ
と
く
、
一
九
二
五

－
三
九
年
で
、
長
期
投
質
の
流
入
額
が
外
国
資
本
に
係
わ
る
流
出

955



一橋論鍛 第98巻　第6号 （110）

第2表　蘭領東インドの国際収支概括表，1925－39
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：loo万ギルダー〕

経称
収支

（金融

貿易 貿易外 移転 畏期
短期賢本 勘定）

収亥収文 投賢 収支
在らぴに

雫次
収益

贋本　長期　煩務　証券誤塞魁漏　　　投資　償遇　捜資

貨帖
用金

1925 958A仏1△371△38 479 ム18 82　△42 △34 △“ア 14

26 鯛1 A510△419△39 132 ム56 48　△40 △41 △55 21

η 棚△529ム郷△40 158 △67 35△40△36 △75 16

28 5“ △498△367 △40 16 △23 103△51 △36 22 15

四 313△433A329A41 一56 △62 59ム55 △33 柳 9
30 蜘△湖A270△40△152 79 180　△43 △25 71 △2
31 i50△221△153△41△1］2 34 加3　△33 △15 27 △51
32 ！60△209△120A42△91 1ア 93　△〃 △10 22 △52
33 1伽 △173 △110 △43△75 36 117△58 △6 △13 △52
34 199△138A11O△40 21 89 151　ム45 △4 △1砧 △55
砧 172 △125 △l08 A33 14 △3フ 8　△33 △4 △45 △68
36 24フ △105 △螂 △仏 98 △36 12△洲　△6 △90 △28
37 糾5 △1η △157 △51 222 △22 25△26 △13 △η5 25

38 168 △幻3 △220 △53△118 △49 12A40△13 155 △12
39 261 △170 △179 △60 31 △43 ユ8　△伽 △12 19 7

（曲所）箆1表の数字にもとづく嫡の融榊よる．

第3表 蘭領東インドの外国資本の国際収支に与える影響と国内の資本形成，
1925｝39　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位…100万ギルダー〕

流 出 額 流入額

年次
配当等　利子元本返湊特許料簿　計 授期投資

禽轟鰯震（蟻）（霧鰹）

1925 279 92 42 43 456 82 ］oo 208 190 100
26 329 90 仰 60 519 4ε 71 2脆 213 111

η 3⑪2 83 4o “ 479 35 ε6 251 226 112

鯛 287 80 51 47 4砧 103 1i 319 294 157

29 250 79 55 36 420 59 43 301 2フO 142

30 189 81 43 24 337 工so 21 239 203 10ア

31 64 89 33 20 206 103
一

114 97 45

32 35 85 47 16 ，83 93
一

56 49 20
33 21 89 58 14 182 117

一
33 28 14

34 20 9o 45 14 1砧 ユ51
■

31 螂 工3

35 28 80 33 14 155 8 14 31 29 14

釣 49 76 μ 16 175 12 29 5o 鯛 21
37 89 68 26 20 203 25 ！1．8。 閑 フ8 46
38 16アー53 伽 27 28フ 12 o■a． 幽 89 54

39 125　54 41 22 242 18 皿．a． 109 101 ω

（幽所〕　CEIシリーズ第3巻『圃定費産に対する文幽』の各表ならぴ1こ伺第5巻『国民所得』66－68I

　　　兜べ一ジ・

鮎6
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（111）1920－30年代のインドネシアの国際収支一植民地的流出とその政治経済的背景

額
を
上
回
っ
た
年
は
一
年
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
企
業
活
動
の
成
果
と
し
て
の
純
収
益
の
う
．

ち
、
企
業
の
内
部
留
保
と
し
て
再
投
資
に
向
け
ら
れ
る
部
分
は
相

対
的
に
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
国
外
に
流
出
す
る
利
子
額
・
配
当
額

等
の
大
き
さ
は
圧
倒
的
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
、
オ
ラ

ン
ダ
を
中
心
と
す
る
外
国
資
本
は
企
業
収
益
の
大
き
な
都
分
を
配

当
と
し
て
吸
い
上
げ
、
再
投
賢
分
は
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
た
だ
し
、
世
界
的
不
況
で
金
余
り
で
あ
っ
た
一
九
三
0
1

三
四
年
に
は
、
蘭
印
に
お
け
る
投
寅
活
動
が
滅
退
し
て
い
た
に
も

拘
ら
ず
、
多
額
の
長
期
資
金
が
（
再
投
資
か
ど
う
か
は
別
と
し

て
）
流
入
し
て
お
り
、
こ
れ
が
総
合
収
支
の
赤
字
を
減
ら
す
の
に

貢
献
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
以
上
の
事
実
こ
そ
、
世
に
言
わ
れ
る
「
流
出

論
」
の
国
際
収
支
面
で
の
現
象
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
た
だ

こ
の
事
実
を
も
っ
て
「
植
民
地
主
義
」
を
糾
弾
し
、
こ
の
よ
う
な

現
象
が
生
じ
て
い
る
国
ま
た
は
地
域
の
経
済
発
展
の
可
能
性
の
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

さ
を
云
々
し
て
事
足
れ
り
と
す
べ
き
で
は
な
く
、
か
か
る
現
象
の

背
後
に
横
た
わ
る
固
有
の
構
造
な
ら
ぴ
に
カ
挙
を
こ
そ
明
ら
か
に

し
、
一
も
っ
て
か
か
る
国
ま
た
は
地
域
の
経
済
発
展
を
阻
害
し
て
い

た
真
の
原
因
を
摘
出
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

三

一
九
二
〇
⊥
二
〇
年
代
の
国
際
収
支
構
造
の

背
後
に
あ
る
も
の

　
一
九
二
〇
1
三
〇
年
代
の
蘭
印
の
国
際
収
支
の
特
徴
は
、
す
で

に
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
第
一
に
貿
易
収
支
の
大
幅
な
黒
字
、

第
二
に
主
と
し
て
「
投
資
収
益
」
の
流
出
に
よ
る
貿
易
外
収
支
の

一
貫
し
た
赤
字
、
そ
し
て
第
三
に
投
資
収
益
等
の
外
国
投
資
に
関

連
し
た
資
金
の
還
流
を
下
回
る
長
期
資
本
の
流
入
で
あ
ウ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
外
国
資
本
、
と
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

わ
け
オ
ラ
ン
ダ
資
本
に
よ
る
輸
出
向
け
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
冒
ン
な
ら

ぴ
に
鉱
業
企
業
の
所
有
・
経
営
に
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
一
九
三
七

年
時
点
で
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
対
す
る
直
接
投
賢
残
高
は
ほ
ぽ
1
4

億
ド
ル
（
3
5
億
ギ
ル
ダ
i
）
と
推
計
さ
れ
、
う
ち
そ
の
7
割
強
が

オ
ラ
ン
ダ
に
よ
る
も
の
で
、
し
か
も
そ
の
ほ
ぼ
6
割
強
が
砂
糖
、

ゴ
ム
等
の
農
林
関
連
の
投
費
で
あ
っ
た
。
（
国
籍
別
投
資
残
高
、

オ
ラ
ン
ダ
の
対
蘭
印
投
資
の
産
業
別
構
成
、
さ
ら
に
は
各
国
の
農

業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
目
ン
投
資
の
国
籍
別
、
作
物
別
等
の
内
訳
に
つ

い
て
は
付
表
1
－
3
を
参
照
）
。

　
貿
易
収
支
の
犬
幅
な
黒
字
の
源
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら

外
国
資
本
所
有
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
な
ら
び
に
鉱
山
（
石
油
を
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一橘論叢 第98巻 第6号（112）

付表1蘭印における国籍別投資高（1937年）
　　　　　　　　　　　　　（単位1100万ドル）

国　籍 投資高 割含

オ
ラ
ン
ダ
（
う
も
筆
僑
）
イ
ギ
リ
ス
ア
メ
リ
カ
　
’
フ
フ
ン
ス
日
　
　
本
ド
イ
　
ツ
イ
タ
リ
ア
ペ
ル
ギ
ー

1
，
㎝
（
5
0
0
〕
2
0
0
9
5
3
5
　
1
2
　
1
0
　
1
0
　
9

7
3
1
4
7
2
1
1
1
1

合　計 1，411 100

出所〕　コ旦。G．Ca11is，

ハo冊勿皿σ蜆p批皿1‘π∫o也f加ω‘

■＾｛囮．ユ　ドλ’＝2．5ギ’レタ・一で圭臭

算。

付表2戦前のオランダの対蘭印民間

　　　企業投資
（単位：100万ギルダー〕

企　　葉　　別 投質額① 割合（％） ドル換算③
n
1
農
　
　
　
糞
　
　
砂
　
　
糖
　
　
ヨ
’
　
　
　
ム
　
そ
の
他
の
農
園
1
2
1
農
菜
銀
行
1
訓
鉱
　
　
　
葉
　
　
石
　
　
油
　
　
錫
ω
交
通
・
運
輸
　
　
海
　
運
　
　
鉄
　
道
②
帽
〕
公
共
事
桑
②
㈹
工
　
　
　
繋
ω
そ
　
の
　
他

1
I
2
0
0
4
0
0
4
5
0
3
5
0
2
7
4
5
1
0
5
0
0
　
ユ
0
お
0
1
0
0
1
5
0
1
0
0
　
5
0
2
5
0

4
5
．
6
（
1
5
．
2
）
（
1
7
．
1
）
（
1
3
．
3
）
1
0
，
4
1
9
．
4
（
1
9
．
4
〕
（
O
－
4
〕
9
．
5
（
3
－
8
）
（
5
－
7
）
3
，
7
1
．
9
9
．
5

6
5
2
2
1
フ
2
4
5
1
9
0
1
4
9
2
η
2
1
2
5
1
3
6
5
4
8
2
5
4
2
7
1
3
6

含　　　計 2I634 100．OO 1，431

（注）①正式にオランダ鰯の薬僑捜資分を含む。②敏

　　　府投資を含まない。⑨1ギルダヨO－54ドル。単

　　　位100万ドル。

（出所〕　A．S．Keller。“Nethef1且口d昌　I皿dieヨ　虫s

　乱P乱ying　Pf0sition，”　1吻f　1葺o岨比τ旭∫也r”o甘。

　1940’　1，　p。　ユ7。

含
む
）
が
生
産
す
る
農
・
林
・
鉱
産
物
の
輸
出
で
あ
っ
た
。
一
八

七
0
1
一
九
四
〇
年
の
蘭
印
の
輸
出
品
内
訳
は
第
4
表
に
見
ら
れ

る
と
お
り
で
あ
る
。
一
八
八
○
年
代
に
コ
ー
ヒ
ー
に
代
か
り
輸
出

額
第
一
位
の
地
位
を
確
保
し
た
砂
糖
が
大
恐
慌
後
の
一
九
三
〇
年

代
に
ゴ
ム
と
石
油
に
そ
の
地
位
を
決
定
的
に
奪
わ
れ
る
ま
で
、
蘭

印
輸
出
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
一
九
三
〇
年
以
降
、
農
林
産
物
輸
出
額
に
占
め
る
住
民
作

物
（
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
目
ン
生
産
に
対
す
る
も
の
）
の
シ
ェ
ア
ー
が

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

3
割
以
上
に
高
ま
っ
た
が
、
輸
出
額
全
体
に
占
め
る
農
林
産
晶
の

シ
ェ
ア
が
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
低
下
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら

外
国
企
業
が
輸
出
外
貨
の
獲
得
に
貢
献
し
続
け
た
と
見
て
差
支
え

な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
外
国
資
本
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
形
で
生
産
活
動
を
行
い
う
る
た
め
に
は
充
分

な
土
地
と
労
働
力
の
確
保
が
前
提
と
な
る
。
と
り
わ
け
土
地
の
長

期
的
・
安
定
的
供
給
は
絶
対
的
必
要
条
件
で
あ
っ
た
。
コ
ー
ヒ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

と
砂
糖
き
ぴ
を
除
い
て
、
熱
帯
農
産
物
の
強
制
栽
培
が
廃
止
さ
れ

た
一
八
六
〇
年
代
、
オ
ラ
ン
ダ
資
本
に
よ
る
ま
す
ま
す
強
ま
る
上
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（113）　1920－30年代のインドネシアの国際収支一植民地的流出とその政治経済的背景

記
の
要
請
に
政
庁
が
答
え
た
形
と
な
っ
た
の
が
一
八
七
〇
年
の
い

　
　
　
　
　
　
＾
9
）

わ
ゆ
る
「
土
地
二
法
」
の
制
定
で
あ
っ
た
。
同
法
の
要
点
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
占
有
地
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
以
外
に
譲
渡
さ
れ

る
こ
と
を
禁
止
し
つ
つ
も
、
私
企
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
目
ン
が
必
要

と
す
る
土
地
を
政
庁
よ
り
永
借
地
（
最
高
乃
年
）
す
る
こ
と
お
よ

ぴ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
か
ら
賃
借
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
た
こ

と
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
令
第
一
条
の
「
一
八
七
〇
年
四
月
九
日

法
律
（
一
八
七
〇
年
法
令
公
報
第
一
一
八
号
－
農
地
法
の
こ
と
）

第
二
お
よ
び
第
三
規
定
に
よ
る
揚
含
以
外
は
、
他
人
に
よ
り
所
有

権
の
立
証
さ
れ
な
い
土
地
は
す
べ
て
国
有
地
と
み
な
す
と
い
う
原

A作物別
付表3　犬規模農園投資額（1918年）

　　　　　　　　　（単位：100万ギルダー）

作　　　物　　　名

砂　　　　　　　　糖
タ　　　　　パ　　　　　コ

ゴム，茶，キニーネ，コ■ヒ■

合　　　　計

投　　資　　額

舶0

125

㈱
1，823

割　含　（％）

47

1
46

100

（単位：100万ギルダー〕B　国婚別

国 籍

投旗額 割合（％）

オヲンダ
1，219 67

イギリス
247 13

華 繍 207 11

ベルギー
36 1．9

目 本 29 1．5

フ ラ

ンス
鯛 1I5

アメoカ
28 1．5

｝1

イ ツ 8 O．4

そ の 他 22 ユ．1

△
口 計 1，823 ioo

C　大規襖農園にたいする国籍別投資割合（％〕

作物別

砂糖 ゴ　ム タパコ 茶 ＝■■ヒー

国籍名

オ ラ ン ダ 81．8 お．4 89 60 76．6

筆 僑 16．6 1．6 1．5 6 3．3

イ ギ リ ス 一 40，4 5．o 30 13．3

ぺ ル ギ ■ 1 5．8
’

1．5 2．5

フ ヲ ン ス ■
5．2

’ ■
3．2

日 本 一
3．6

一 一 ’
ア メ 頸 カ

一 5．7
一 ■ 一

ド イ ツ
一 一 一

3．o
’

出所）国会図薔館蔵I『南洋協会薙誌』，大正13年8月号，22－23ぺ一ジ。

満鉄東亜経済調査筒，『蘭領印度に於ける華僑』，229－230べ一ジ。
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一橘諭叢　第98巻　第6号　（114）

第4表蘭領東インドの品貝別輸出額推移，1870－1940
　　　　　　　　　　　　　　　（単位110n万ギルダー，カソ・1内％「

コーヒーコプラゴム砂糖 茶　鰯草 錫 石油その他 計

1870 仏 一　　32 2 4 7 一一
19 108

〔41） （30） （2） （4〕 （6） （18） （100）

80 60
一

O．2 49 2 16 lO
’
38 175

（34） （o） （28） （1） （9） （6） （22〕 （100〕

90 37 2 o．3 52 2 32 9 O 41 175

（21） （1） （O） （30） （1） （18〕 （5） （0〕 （23〕 （100）

1㎜ 35 10 O．4 74 4 32 24 5 74 258

（14〕 （4） （0） 〔29〕 〔2） （12） （9） （2） （29） （1oo）

13 23 55 24 15フ 22 92 37 113 148 671

（3） （8） （4） （23）． （3） （14） （6） （17） （22） （1oo〕

20 52 93 194 1，050 40 170 65 310 254 2，228

（2） （4） （9） （47） （2） （8） （3） （14） （11〕 （100）

30 36 η 113 254 70 59 58 190 243 11160

（3〕 （ア） （15） （22〕 （6〕 （5） （5） （16） （21） （ioo）

如 8 i2 332 53 49 38 82 170 138 ≡lS2

（1） （1） （38〕 （6〕 （6） （4〕 （9〕 （9） （16） （100）

（出所）
18フo＿1930＝Fuf口iva11，J．S．，ハー刎克‘r工皿冊d∫1机d一皿’五8‘也d頸oヅ戸’也r皿工

　挑o冊o㎜頸．Lo皿don，Caml〕fige　Univ．R祀舶，1939，pp、ユ71，336－337．

19｝〕：1πd阯肋7〃∫＝凪g1941，Deel　II，1941，pp・355－357（24アA〕・

則
を
ひ
き
続
き
維
持
す
る
L
と
し
た
規
定
（
い
わ
ゆ
る
「
国
有
地

宣
言
」
）
は
、
政
庁
が
永
借
地
権
下
附
の
対
象
と
な
る
土
地
を
確

保
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
決
定
的
に
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
私
企
業
ブ
ラ
ン
テ
ー
シ
目
ン
は
、
政
庁
か
ら

　
の
永
借
地
権
の
取
得
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
か
ら
の
土
地
賃
借
と
い

　
う
二
つ
の
新
し
い
土
地
獲
得
の
方
法
を
得
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

　
借
地
期
間
な
ら
ぴ
に
物
権
取
得
の
両
方
の
点
で
土
地
確
保
が
容
易

　
　
　
＾
珊
）

・
と
な
っ
た
。

　
　
従
来
の
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
統
治
が
、
「
安
寧
と
秩
序
」
（
昌
等
竃

　
○
己
o
）
を
旨
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
諸
資
源
を
利
用
し
て
出

　
来
る
だ
け
大
き
な
利
益
を
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
な
が
ら
も
、

　
現
地
の
社
会
構
造
を
出
来
る
だ
け
保
持
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し

　
て
、
一
八
六
〇
年
代
に
顕
著
に
な
っ
た
「
い
か
に
し
て
、
民
間
企

　
業
家
に
対
し
て
必
要
と
す
る
土
地
を
付
与
し
、
他
方
イ
ン
ド
ネ
シ

　
ア
人
が
土
地
の
上
に
行
使
す
る
諸
権
利
を
尊
重
し
さ
ら
に
こ
れ
を

　
強
固
に
す
べ
き
か
」
と
い
う
当
時
の
「
植
民
地
間
題
」
を
、
上
記

　
の
内
容
を
も
つ
農
地
立
法
と
い
う
形
で
い
ち
お
う
解
決
し
た
政
庁

　
の
姿
勢
は
、
明
ら
か
に
従
来
の
政
策
か
ら
の
転
換
を
示
す
も
の
で

　
　
　
＾
1
1
〕

　
あ
っ
た
。

　
　
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
一
八
七
〇
年
は
画
期
で
あ
り
、
同
年
の

　
農
地
二
法
の
制
定
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
就
中
ジ
ャ
ワ
）
に
お
け

　
る
私
企
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
目
ン
経
済
の
本
楕
的
展
開
に
道
を
開
く

　
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
事
実
こ
れ
以
後
、
私
企
業
プ
ラ
ン
テ

960
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（115）　1920－30年代のインドネシアの国際収支一植民地的流出とその政治経済的背景

ー
シ
冒
く
と
り
わ
け
糖
業
資
本
が
ジ
ャ
ワ
で
住
民
の
土
地
と
労

働
カ
を
確
保
す
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
立
法
措
置
が
次
々
と
講
ぜ

ら
れ
た
（
一
八
七
一
年
の
借
地
条
例
と
そ
の
後
の
諸
改
定
、
一
八

八
六
年
の
収
穫
物
担
保
条
例
、
そ
し
て
一
九
一
八
年
の
新
借
地
条

例
等
々
）
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
貿
易
収
支
の
大
幅
な
出
超
を
実
現
さ
せ
た
も

の
は
、
外
国
資
本
の
私
企
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
目
ン
に
ほ
か
な
ら
な

か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
に
よ
る
輸
出
向
け
生
産
の
背
後
に
は
、
半
ば

強
制
カ
に
よ
っ
て
安
価
な
土
地
と
安
個
な
労
働
の
供
給
を
可
能
な

ら
し
め
た
植
民
地
権
カ
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。

　
他
方
、
貿
易
外
収
支
の
一
貰
し
た
赤
字
の
主
要
原
因
で
あ
り
、

植
民
地
的
流
出
の
元
凶
た
る
「
投
資
収
益
」
は
ど
の
よ
う
に
確
保

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
蘭
印
に
お
け
る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
は
、
前
述
の
と
お
り
、

政
庁
か
ら
永
借
地
し
た
土
地
に
茶
、
コ
i
ヒ
ー
、
ゴ
ム
な
ど
主
と

し
て
多
年
生
の
作
物
を
栽
培
す
る
形
態
と
、
現
に
農
民
が
利
用
し

て
い
る
耕
地
を
賃
借
し
て
砂
糖
き
び
な
り
煙
草
な
り
を
栽
培
し
、

そ
れ
を
自
己
所
有
の
工
場
で
製
品
化
す
る
（
ジ
ャ
ワ
の
糖
業
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
目
ン
は
そ
の
典
型
的
な
も
の
）
と
い
っ
た
形
態
に
大
別

で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
九
二
五
－
三
九
年
の
一
五
年
間
に

総
額
お
よ
そ
三
五
億
ギ
ル
ダ
ー
に
及
ぷ
■
「
投
資
収
益
」
を
可
能
に

し
た
の
は
、
既
述
の
と
お
り
、
植
民
地
政
治
権
力
の
介
在
に
よ
る

低
廉
な
土
地
調
達
コ
ス
ト
と
労
働
コ
ス
ト
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違

　
　
＾
皿
）

い
な
い
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、
少
く
と
も
一
九
三
二
年
頃
ま

で
投
資
収
益
の
最
大
部
分
を
占
め
た
と
考
え
ら
れ
る
糖
業
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
目
ン
に
関
し
て
、
若
干
の
傍
証
を
試
み
よ
う
。

　
ジ
ャ
ワ
に
お
い
て
糖
業
の
生
産
工
程
を
組
織
・
管
理
し
た
経
営

主
体
は
、
す
で
に
関
説
し
た
よ
う
に
、
主
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
費
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
〕

の
近
代
的
大
企
業
で
あ
っ
た
（
付
表
3
参
照
）
。
し
か
も
、
ジ
ャ

ワ
糖
業
企
業
の
ほ
と
ん
ど
は
株
式
会
社
の
形
態
を
と
り
、
か
つ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
μ
〕

の
多
く
が
「
ク
ル
チ
ュ
ー
ル
・
パ
ン
ク
」
と
総
称
さ
れ
る
金
融
費

本
の
直
接
的
所
有
も
し
く
は
金
融
的
支
配
の
も
と
に
置
か
れ
て
い

た
。　
か
か
る
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
目
ン
が
、
ジ
ャ
ワ
農
民
か
ら
栽
培

用
地
を
ど
の
よ
う
な
や
り
方
で
賃
借
し
、
ま
た
栽
培
な
ら
び
に
工

場
労
働
カ
を
ど
の
よ
う
に
調
達
し
た
か
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が

本
稿
で
対
象
と
し
て
い
る
一
九
二
〇
1
三
〇
年
代
に
つ
い
て
必
ら

ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
糖
業
の
最
大
の
中
心
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地
で
あ
っ
た
ス
ラ
バ
ヤ
南
部
と
ジ
ャ
ワ
東
端
都
の
ブ
ス
キ
に
お
け

る
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
め
の
実
状
に
つ
い
て
は
、
植
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
帖
〕

泰
夫
氏
の
二
つ
の
論
文
に
詳
し
い
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
水
田
の
共

同
体
的
占
有
が
支
配
的
で
あ
っ
た
ス
ラ
バ
ヤ
南
都
の
場
合
、
糖
業

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
目
ン
は
周
年
灌
概
田
を
植
民
地
行
政
の
最
末
端
に

位
置
す
る
村
長
の
伸
介
に
よ
り
一
括
借
地
し
、
三
年
輪
作
法
に
よ

り
栽
培
を
展
開
し
た
。
借
地
の
拡
大
は
住
民
の
貧
困
に
つ
け
込
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
（
“
）

で
な
さ
れ
、
ま
た
栽
培
に
投
入
さ
れ
る
大
量
の
労
働
カ
は
著
し
い

　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
）

低
賃
金
で
雇
用
さ
れ
た
。
他
方
、
個
別
的
土
地
占
有
が
優
勢
で
あ

っ
た
ブ
ス
キ
地
方
で
は
、
三
年
輸
作
法
を
採
る
砂
糖
き
び
栽
培
用

の
水
田
確
保
は
基
本
的
に
は
個
人
べ
i
ス
で
行
な
わ
れ
た
が
、
村

長
あ
る
い
は
し
ぱ
し
ぱ
郡
長
の
権
威
を
動
員
す
る
こ
と
が
多
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
旭
）

佳
民
の
現
金
不
足
に
乗
じ
て
極
め
て
強
引
な
形
で
な
さ
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
栽
培
地
確
保
に

つ
い
て
は
、
土
地
の
占
有
形
態
を
異
に
す
る
二
地
方
間
で
、
あ
る

程
度
の
差
は
存
在
し
て
い
る
が
、
税
金
支
払
等
現
金
需
要
の
増
大

と
借
金
の
返
済
に
追
わ
れ
る
慢
性
的
現
金
不
足
の
住
民
か
ら
、
賃

借
料
の
前
払
で
言
わ
ぱ
水
田
提
供
を
縛
っ
た
形
で
借
地
す
る
方
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
9
）

が
横
行
し
て
い
た
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
か
か
る
条

件
下
で
の
賃
借
料
が
、
金
に
余
裕
の
あ
る
大
土
地
占
有
者
を
除
い

て
、
概
し
て
低
く
、
土
地
を
貸
し
出
さ
な
か
っ
た
場
合
の
予
想
所

得
よ
り
小
さ
い
こ
と
が
両
地
方
に
つ
い
て
計
算
値
で
示
さ
れ
て
い

＾
2
0
〕る
。
一
方
、
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
目
ン
の
労
賃
に
つ
い
て
も
、
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肌
）

大
し
つ
つ
あ
る
水
田
非
占
有
者
や
自
分
の
憧
か
な
水
田
を
糖
業
に

貸
出
し
、
一
時
的
な
が
ら
日
雇
労
働
者
と
し
て
働
く
こ
と
を
余
儀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扇
〕

な
く
さ
れ
た
雰
細
土
地
占
有
者
の
犬
群
を
前
に
し
て
、
供
給
過
剰

の
経
済
原
則
が
働
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
以
上
の
結
果
、
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
目
ン
は
相
当
の
収
益
ζ
あ

げ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
個
々
の
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
目
ン
の

年
々
の
経
営
実
績
に
関
す
る
統
計
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
現
在
、

こ
の
こ
と
を
直
接
的
に
証
明
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
か
か
る

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
を
所
有
し
た
り
、
そ
れ
に
資
本
参
加
し
た
り
、

前
渡
金
に
よ
っ
て
委
託
契
約
を
結
ぷ
な
ど
各
種
の
方
法
で
糖
業
企

業
を
金
融
的
に
支
配
し
た
主
要
ク
ル
チ
ュ
ー
ル
・
バ
ン
ク
の
収
益

状
況
か
ら
お
お
よ
そ
の
判
断
は
可
能
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
も
、
一
九
二
〇
－
三
〇
年
代
の
数
字
で
は
な
い
が
、
第

5
表
は
主
要
ク
ル
チ
ュ
ー
ル
・
バ
ン
ク
の
糖
業
へ
の
関
与
形
態
と

そ
の
収
益
性
を
み
・
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
〇
七

1
＝
一
年
の
六
年
間
を
通
算
し
た
資
本
金
利
益
率
（
｛
）
は
四
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B

合
算
し
て
二
五
・
四
バ
ー
セ
ン
ト
、
と
り
わ
け
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
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第5表 主要クルチ＾一ル・バンクの糖業への関与とその収益性11907－1912
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位1企葉致、1．O00ギルダー

関与の形態（1912〕 純益総額とその処分（1907－1912）

会祉名
纂簑穣籔委纏約 計 養鰯㈱誰萎麟③・1・1・〕・／・1・〕

醐　印農事会祉 8 ■ 14 22 60，OOO 15．911 ユ2，621 26．5 79．3

アムステルダム商桑連合 8 一 2 10 53，750 25．122 7一砧7 46．7 30．5

王侯領栽培会社 4 11 6 21 61，590 10．532 7，381 17．1 フO．1

枕　　民　　銀　　行 2 9 2 13 他750 5，420 4．036 11．1 74．5

ネーデルランド商班会社 9 7 21 37 血．皿． 皿．里． 皿．旦． ■ 一

含 害十 I31 27 45 l03① 224．09056．985 31．695 鴉．4 55．6

（注）①当蒔，ジ十ワにlt鰹麺工場を有する186の触葉企棄があったので，その5脇にあたるが。l03のなかに
　　　　はアムステルダム商棄連合所有の大製漉工場「ジャティ回］（東都ジャワのマラン近郊，1910年より

　　　　生産囎始）が含まれ’〔いるので。103工場で当時の生産額の6割弱をカパーしてい机

　　　②計算の都合上，払込み資本金額の6年閥の延ぺ金額となっている。

　　　②繍己名僚橘証券たる「享益証券」配当のほかに役員報酬ならぴに年金を含む。
（出所）　王［e1丘efioh．］…：mi1，D加w加d鮒三眈蜆山｛曲・1皿d”机o机K也”仙r肋皿加冊1（Je口乱1Gust乱v

　　　　FisoherI1914），SS．9←一7，134－35I154－55，174－75，180－185一

商
業
連
合
の
場
合
は
四
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
い
数
字
を
示
し

て
い
る
。
も
と
よ
り
、
こ
の
数
字
が
当
時
。
の
オ
ラ
ン
ダ
の
他
の
産

業
あ
る
い
は
他
国
の
類
似
の
産
業
の
そ
れ
と
比
較
し
て
ど
の
程
度

の
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
な
の
で
、
こ
の
数
字
を
も
っ
て
何
か
を

言
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
た
だ
、
純
益
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
四

社
含
算
し
て
そ
の
純
益
の
半
分
以
上
が
配
当
等
に
向
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
し
か
も
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
商
業
連
合
を
除
い
て
、
そ
の

他
は
七
割
以
上
の
数
字
で
あ
る
こ
と
は
注
目
す
ぺ
き
で
あ
る
。

　
以
上
、
時
期
的
に
は
本
稿
の
対
象
範
囲
と
ず
れ
た
が
、
多
額
な

「
投
資
収
益
」
の
背
最
を
探
っ
て
み
た
。

結
び
に
か
え
て
ー
ブ
ー
ケ
の

論
と
の
関
連

「
二
重
経
済
」

　
本
稿
は
、
ブ
ー
ケ
の
「
二
重
経
済
」
論
そ
の
も
の
を
対
象
と
し

て
、
そ
れ
に
検
討
を
加
え
た
も
の
で
は
な
い
が
、
扱
っ
た
事
柄
の

性
質
上
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
ブ
ー
ケ
の
〕
一
重
経
済
」
論
と

係
わ
り
を
持
ち
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ブ
ー
ケ
の
植
民
地
期
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
経
済
社
会
認
識
と
低
触
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
従
っ
て
、

以
下
で
は
、
本
稿
の
分
析
・
解
釈
の
結
果
と
ブ
ー
ケ
の
「
二
重
経

済
」
論
と
の
関
連
を
幾
つ
か
の
点
に
隈
っ
て
言
及
す
る
こ
と
に
よ
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っ
て
、
結
ぴ
に
か
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
ブ
ー
ケ
は
、
周
知
の
と
お
り
、
非
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
の
社
会
経
済
構

造
の
特
質
を
、
近
代
西
欧
の
そ
れ
と
対
比
し
て
「
二
重
経
済
」
と

し
て
把
え
、
か
か
る
二
重
経
済
社
会
を
記
述
・
説
明
す
る
た
め
の

「
二
重
社
会
の
経
済
理
論
」
の
独
自
性
を
主
張
す
る
一
方
、
植
民

地
期
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
例
証
と
し
て
「
二
重
経
済
」
論
を
展
開
し

＾
珊
〕
た
。
彼
の
〕
一
重
経
済
L
論
を
集
大
成
し
た
観
が
あ
る
英
文
の
著

書
『
二
重
社
会
の
経
済
学
と
経
済
政
策
ー
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
よ
る

例
証
－
』
の
な
か
で
、
ブ
ー
ケ
は
二
重
性
を
も
た
ら
す
唯
一
の
真

実
で
説
得
的
な
用
語
と
し
て
、
「
資
本
主
義
対
非
資
本
主
義
」
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
幽
〕

る
い
は
「
資
本
主
義
対
前
資
本
主
義
」
と
い
う
対
立
概
念
を
あ
げ
、

か
か
る
二
重
性
の
最
も
よ
く
現
わ
れ
る
形
は
、
「
輸
入
さ
れ
た
西

欧
資
本
主
義
が
土
潜
の
前
資
本
主
義
的
な
農
業
社
会
に
浸
透
す
る

が
、
土
着
の
社
会
体
制
は
1
多
少
の
損
傷
を
免
れ
な
い
も
の
の
ー

そ
の
本
質
を
保
持
し
得
る
場
合
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
そ
の
社

会
が
資
本
韮
義
的
原
理
を
採
用
で
き
ず
、
そ
れ
を
十
分
に
展
開
で

　
　
　
　
　
　
＾
％
）

き
な
い
場
含
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
は
、
こ
の
二
重
構
造
は
商
品
経
済
の
浸
透
や
政
庁
に
よ
る
各
種

の
福
祉
政
策
の
実
施
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
二
重
性
ゆ
え
に
当
分
は

解
消
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
た
。
つ
ま
り
、
ブ
ー
ケ
の
理
論
に
あ

っ
て
は
、
土
着
の
前
資
本
主
義
的
社
会
体
制
が
存
続
す
る
根
拠
を
、

発
展
段
階
を
異
に
す
る
二
つ
の
「
社
会
体
制
」
の
接
触
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
「
二
重
構
造
」
そ
の
も
の
の
に
見
い
出
し
て
い
る
が
、

こ
れ
で
は
、
「
輸
入
さ
れ
た
賞
本
主
義
」
が
な
ぜ
前
資
本
主
義
的

な
農
業
社
会
を
変
形
し
な
が
ら
も
、
来
る
ぺ
き
次
の
体
制
へ
向
け

て
解
体
さ
せ
得
な
か
づ
た
か
に
つ
い
て
答
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　
他
方
、
わ
れ
わ
れ
は
本
稿
に
お
い
て
、
一
九
二
〇
1
三
〇
年
代

の
醐
印
の
国
際
収
支
構
造
が
外
国
（
と
り
わ
け
オ
ラ
ン
ダ
）
資
本

に
よ
る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
経
営
の
所
産
で
あ
り
、
か
か
る
私
企

業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
目
ン
の
経
営
な
ら
ぴ
に
収
益
性
を
保
証
し
た
の

は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
植
民
地
政
治
権
カ
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。

　
つ
ま
り
、
外
国
資
本
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
、
植
民
地

政
治
権
カ
の
介
在
が
低
廉
な
土
地
と
労
働
の
供
給
を
可
能
な
ら
し

め
、
相
対
的
に
稀
少
な
資
本
に
対
す
る
報
酬
率
を
高
い
も
の
に
し

て
く
れ
る
。
そ
の
際
、
イ
ギ
リ
ス
の
優
位
な
カ
に
よ
っ
て
な
か
ば

強
い
ら
れ
た
形
の
オ
ラ
ン
ダ
の
「
白
由
貿
易
」
政
策
も
ま
た
、
賃

金
財
を
最
も
安
価
な
源
泉
か
ら
供
給
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壼
〕

で
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
目
ン
の
利
益
に
貢
献
し
た
。
こ
の
結
果
、
農
園

企
業
な
い
し
ク
ル
チ
ュ
ー
ル
・
バ
ン
ク
等
の
外
国
資
本
は
、
年
々
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の
投
費
額
を
上
回
る
配
当
収
入
を
得
、
再
投
資
さ
れ
る
分
よ
り
海

外
へ
還
流
す
る
分
の
方
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
す
で
に
見
た
膨
大
な
輸
出
額
、
農
園
企
業

な
い
し
ク
ル
チ
ュ
ー
ル
・
パ
ン
ク
の
好
収
益
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の

果
実
が
、
植
民
地
支
配
下
の
歪
め
ら
れ
た
市
場
経
済
1
そ
こ
で
は

土
地
な
ら
ぴ
に
労
働
の
自
由
な
取
引
に
大
き
な
制
約
が
課
せ
ら
れ

て
い
る
－
の
た
め
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
還
元
さ
れ
る
遭
が
ほ

と
ん
ど
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
他
方
、
住
民
農
業
の
生
産
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
ア
）

の
低
さ
ー
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
目
ン
産
品
作
付
の
悪
影
響
に
よ
る
1
と

同
生
産
物
に
対
す
る
市
場
の
小
さ
さ
か
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に

i
よ
る
充
分
大
き
な
資
本
蓄
稜
の
可
能
性
は
乏
し
か
っ
た
。
こ
の
結

果
、
民
族
資
本
家
お
よ
ぴ
企
業
家
は
育
た
ず
、
一
方
、
全
般
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
肇

農
民
層
分
解
の
不
徹
底
（
も
と
よ
り
一
部
例
外
地
域
は
存
す
る
）

と
近
代
的
製
造
業
の
未
発
達
に
よ
っ
て
近
代
的
労
働
カ
（
自
由
な

労
働
を
前
提
）
の
誕
生
も
制
約
さ
れ
、
経
済
発
展
の
民
族
的
主
体

は
不
在
の
ま
ま
独
立
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
圭
言
え
よ
う
。

　
本
稿
に
お
け
る
植
民
地
期
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
際
収
支
を
め
ぐ

る
解
釈
と
上
記
の
推
論
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ぱ
、
ブ
ー
ケ
の

〕
一
重
経
済
L
論
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
な
疑
問
を
呈
さ
ざ
る
を

得
な
い
。

　
第
一
に
、
プ
ー
ケ
の
言
う
「
輸
入
さ
れ
た
資
本
主
義
」
の
掴
い

手
は
私
企
業
プ
ヲ
ン
テ
ー
シ
冒
ン
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ

れ
ら
が
、
と
り
わ
け
自
由
な
労
働
を
欠
く
と
い
う
点
に
お
い
て
、

果
し
て
純
粋
の
資
本
制
的
企
業
と
考
え
て
よ
い
か
と
い
う
点
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
馨

る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
プ

ー
ケ
の
「
二
重
経
済
」
論
に
お
い
て
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
政
治
権
カ

を
伴
っ
た
資
本
の
活
動
と
い
う
「
植
民
地
主
義
」
へ
の
自
覚
な
い
．

し
は
認
識
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
第
二
に
、
ブ
ー
ケ
の
W
・
ゾ
ム
バ
ル
ト
（
老
o
昌
9
ω
o
昌
庁
胃
ヰ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
0
）

か
ら
引
き
継
い
だ
体
制
観
を
前
提
と
し
て
も
、
糖
業
（
砂
糖
き
ぴ

の
栽
培
と
砂
糖
生
産
）
に
巻
き
込
ま
れ
た
ジ
ャ
ワ
の
農
村
の
経
済

を
前
資
本
主
義
と
言
い
き
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
。

　
そ
し
て
第
三
に
、
上
記
の
二
点
と
関
連
し
て
敢
え
て
言
え
ぱ
、

一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
経
済
社

会
構
造
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
「
輸
入
さ
れ
た
西
欧
資

本
主
義
体
制
と
土
着
の
前
資
本
主
義
体
制
と
の
並
存
・
分
裂
」
と

い
う
体
制
概
念
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
よ
り
も
、
「
外
来
資
本
主
義

を
も
含
め
た
”
資
本
主
義
。
に
巻
き
込
ま
れ
た
部
分
と
そ
の
影
響

を
ほ
と
ん
ど
受
け
な
か
っ
た
部
分
の
複
合
」
と
言
っ
た
社
会
構
成

体
概
念
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
が
よ
り
生
産
的
で
は
あ
る
ま
い
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a
）か
。　
「
二
重
経
済
」
論
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
そ
の
素
材
的
背
景
と
な

っ
た
植
民
地
期
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
私
企
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

冒
ン
の
具
体
的
生
産
活
動
の
内
容
と
経
営
上
の
成
果
お
よ
ぴ
現
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

住
民
の
こ
れ
へ
の
係
わ
り
方
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
、
本
楕
的
な

検
討
を
加
え
る
と
い
う
大
へ
ん
労
多
い
作
業
が
残
さ
れ
て
い
る
が

筆
者
は
次
の
機
会
に
、
「
ク
ル
チ
ュ
ー
ル
・
バ
ン
ク
」
な
ら
ぴ
に

そ
の
支
配
下
の
ジ
ャ
ワ
糖
業
の
資
本
・
経
営
形
態
に
つ
い
て
よ
り

詳
細
な
分
析
を
行
う
予
定
で
い
る
。

（
1
）
　
く
竃
O
o
巨
亀
9
こ
二
§
o
ミ
ミ
軋
註
恥
§
S
ミ
掌
o
盲
竃
苧
ぎ
ざ
s
ぎ

　
ざ
9
§
§
ミ
g
o
ミ
ぎ
ミ
雨
一
匝
墨
巳
o
員
5
ミ
（
岩
隈
博
訳
『
イ
ン

　
ド
ネ
シ
ア
経
済
の
理
論
的
分
析
』
国
際
日
本
協
会
、
昭
和
一
七
年
1

　
な
お
訳
書
で
は
原
著
の
表
魑
を
改
訳
し
て
い
る
）
、
同
邦
訳
書
一
一

　
七
－
一
四
七
頁
。
団
o
艮
9
－
甲
一
向
s
§
§
札
婁
富
s
“
向
s
§
§
ざ

　
ま
ミ
ミ
県
b
ミ
ミ
吻
s
膏
ミ
婁
竃
黒
雨
§
、
ミ
盲
ミ
ξ
ぎ
き
§
3
∫

　
－
畠
津
旦
o
良
勺
曽
室
o
射
巴
印
ま
g
員
岩
3
．
（
永
易
浩
一
訳
『
二
重

　
経
済
論
』
秋
塾
書
房
、
一
九
七
九
年
－
訳
書
名
は
原
著
の
意
訳
で
あ

　
る
）
、
同
原
著
一
九
七
八
年
版
一
九
五
－
二
〇
六
頁
。
な
お
、
ブ
ー

　
ケ
は
こ
れ
よ
り
先
に
、
『
東
イ
ン
ド
経
済
論
』
（
一
九
四
〇
）
や
そ
の

　
改
訂
版
た
る
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
論
』
（
一
九
五
三
）
で
こ
の
問

　
題
を
扱
o
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
後
者
の
英
語
版
で
あ
る
本
文
中
の

　
著
書
を
参
考
と
し
た
。

（
2
）
　
ヘ
ル
デ
レ
ン
前
掲
訳
書
ニ
ニ
四
－
二
三
ハ
頁
。

（
3
）
　
ブ
ー
ケ
前
掲
原
著
（
一
九
七
八
年
版
）
二
〇
五
頁
。

（
4
）
O
曇
S
9
曇
勺
－
彗
o
』
1
」
．
－
芦
毒
・
5
彗
員
（
邑
）
一

　
〇
ぎ
轟
ぎ
味
向
s
§
§
k
ぎ
§
軋
o
§
包
s
（
§
“
．
o
Y
ミ
§
ミ
s
ミ
軋

　
■
§
ぎ
轟
轟
ミ
ー
毫
さ
一
や
S
（
表
H
）
を
参
照
。

（
5
）
　
い
わ
ゆ
る
「
従
属
学
派
」
の
代
表
的
論
客
で
あ
る
A
．
G
．
フ

　
ラ
ン
ク
の
場
合
（
中
心
－
衛
屋
命
題
）
が
典
型
的
に
そ
う
で
あ
る
回

　
同
じ
従
属
学
派
で
も
、
T
・
ド
ス
サ
ン
ト
ス
や
S
・
ア
ミ
ン
の
場
合

　
に
は
、
外
部
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
内
部
構
造
（
ド
ス
サ
ン
ト
ス
）
や

　
世
界
市
場
に
統
合
さ
れ
た
と
き
の
前
資
本
圭
義
構
成
体
の
性
質
（
ア

　
ミ
ン
）
な
ど
、
植
民
地
社
会
の
内
部
条
件
へ
の
一
定
の
考
恵
が
払
わ

　
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
世
界
資
本
主
義
論
的
認
識
が
先
行
し
て
、
内

　
都
条
件
へ
の
切
り
込
み
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
6
）
　
一
般
に
、
エ
ス
テ
ー
ト
（
企
業
）
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
て

　
き
た
が
、
エ
ス
テ
ー
ト
と
は
本
来
、
土
地
資
産
（
－
彗
o
＆
肩
o
勺
胃
q
）

　
を
意
味
し
、
ジ
ャ
ワ
に
お
い
て
現
地
農
民
か
ら
の
僧
地
に
よ
っ
て
栽

　
培
さ
れ
た
砂
糖
き
ぴ
や
タ
パ
コ
の
場
合
、
こ
の
用
語
は
適
当
で
は
な

　
い
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
以
下
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
目
ン
と
い
う
言
葉
を

　
用
い
る
。
た
だ
し
糖
業
の
場
合
に
は
製
糖
工
場
も
含
め
た
意
味
で
使

　
用
す
る
。

（
7
）
峯
彗
署
o
員
≠
峯
司
－
＼
｝
．
9
o
鼻
・
庁
o
曇
9
§
鷺
轟

　
専
§
o
§
k
ミ
ー
這
§
竃
ぎ
（
e
o
“
．
｝
）
一
－
這
§
雷
ぎ
．
｝
喜
o
ミ

　
Q
o
盲
富
；
1
ξ
さ
一
勺
勺
ー
い
o
o
l
s
・

（
8
）
　
強
制
栽
培
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
強
制
栽
培
制
度

966
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に
関
す
る
一
考
察
L
『
オ
イ
コ
ノ
ミ
カ
』
第
一
四
巻
第
三
／
四
号
（
昭

　
和
五
三
年
三
月
を
）
参
照
さ
れ
た
い
。

（
9
）
　
一
八
七
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
農
地
法
な
ら
ぴ
に
農
地
令
を
指
す
。

　
農
地
法
は
一
八
五
四
年
に
制
定
さ
れ
た
閲
印
統
治
規
則
の
第
六
二
条

　
（
一
－
三
項
）
に
五
項
目
を
追
加
し
た
法
律
て
、
農
地
令
は
こ
れ
よ

　
り
具
体
的
な
規
定
を
与
え
た
法
偉
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
J
・
H
・

　
ヘ
ス
リ
ン
ガ
著
（
多
田
芳
雄
訳
）
『
爪
畦
及
ぴ
マ
ド
ゥ
ラ
に
於
け
る

　
土
地
及
び
そ
の
関
係
事
項
』
（
東
亜
研
究
所
、
昭
和
一
六
年
）
　
一
七

　
二
三
員
参
照
。

（
1
0
）
　
荒
蕪
地
に
隈
定
さ
れ
た
従
来
の
借
地
は
期
間
が
最
長
二
〇
年
と

　
短
か
く
、
「
賃
借
権
」
は
債
権
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
「
抵
当
権
」

　
を
設
定
し
て
金
融
機
関
か
ら
借
入
を
受
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
　
。
あ
っ

　
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
永
借
地
権
」
は
用
益
物
権
と
さ
れ
た
の
で
、

　
こ
れ
を
担
保
と
し
て
金
融
機
関
か
ら
借
入
れ
が
可
能
と
な
り
、
土
地

　
の
確
保
が
容
易
に
な
っ
た
。

（
1
1
）
　
植
民
地
政
策
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
小
林
良
正
『
東
南
ア
ジ
ア

　
社
会
の
一
類
型
－
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
構
成
史
』
（
日
本
評
論
社
、

　
昭
和
二
四
年
）
が
明
解
で
あ
る
。

（
1
2
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ア
レ
ヅ
ク
・
ゴ
ー
ド
ン
「
イ
ン
ド
ネ
シ

　
ア
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
目
ン
、
「
植
民
地
後
的
」
生
産
様
式
L
，
C
・
ハ

　
ミ
ル
ト
■
c
・
A
・
パ
ロ
ー
ネ
／
A
・
ゴ
ー
ド
ン
ほ
か
著
（
山
崎
カ

　
ヲ
ル
編
監
訳
）
『
周
辺
資
本
主
義
と
し
て
の
ア
ジ
ア
ー
従
属
パ
ラ
ダ

　
イ
ム
を
超
え
て
』
（
拓
植
薔
房
、
一
九
八
六
年
）
二
三
八
－
二
四
七

　
頁
が
説
得
的
で
あ
る
。

（
1
3
）
　
プ
ヲ
ン
テ
ー
シ
目
ン
が
大
企
業
で
あ
ら
ね
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
理

　
由
に
つ
い
て
は
、
プ
ー
ケ
前
掲
原
著
（
一
九
七
八
年
版
）
八
七
－
八

　
八
頁
が
詳
し
い
説
明
を
与
え
て
い
る
。

（
1
4
）
　
「
ク
ル
チ
ュ
ー
ル
・
パ
ン
ク
と
は
農
業
金
融
を
営
む
銀
行
で
あ

　
る
が
、
通
常
の
農
業
銀
行
又
は
拓
植
銀
行
と
は
異
っ
て
、
囲
印
に
於

　
い
て
経
営
せ
ら
れ
る
農
耕
企
業
の
為
に
単
に
長
期
の
資
金
を
供
給
す

　
る
を
目
的
と
す
る
の
み
な
ら
ず
、
他
方
に
於
い
て
、
自
ら
農
耕
企
業

　
を
所
有
経
営
す
る
こ
と
を
以
て
英
の
特
色
と
す
る
特
殊
な
る
金
融
機

　
関
で
あ
る
」
（
宇
野
弘
蔵
編
『
糖
業
よ
り
見
た
る
広
域
経
済
の
研
究
』

　
一
二
七
頁
）
。
な
お
、
ク
ル
チ
ュ
ー
ル
・
バ
ン
ク
の
活
動
に
つ
い
て

　
は
、
串
o
；
睾
ざ
戸
向
昌
芦
b
ざ
≧
軋
雨
き
ミ
割
§
§
竃
㌣
H
s
§
竃
ぎ
ミ
宍
ミ
ー

　
ミ
ミ
庁
§
ぎ
き
（
』
昌
ぎ
o
姜
け
厘
く
ヨ
蜆
g
胃
一
岩
宝
）
を
挙
げ
て
お

　
く
o

（
∬
）
　
植
村
泰
夫
「
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
目
ン
と
ジ
ャ
ワ
農
村
社
会

　
－
一
九
世
紀
末
三
二
〇
世
紀
初
め
の
ス
ラ
バ
ヤ
を
例
と
し
て

　
I
」
『
史
林
』
六
十
一
巻
三
号
（
一
九
七
八
年
五
月
）
、
同
「
糖
業

　
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
プ
ス
キ
農
村
社
会
」
『
史
林
』
六
十
六
巻
二

　
号
（
一
九
八
三
年
三
月
）
。

（
1
6
）
　
ジ
ャ
ワ
糖
業
に
お
い
て
は
、
キ
ュ
ー
バ
の
ア
ル
バ
ロ
・
レ
イ
ノ

　
ソ
（
≧
く
彗
o
肉
黛
昌
8
）
に
ょ
う
て
創
始
さ
れ
た
レ
イ
ノ
ソ
法
と

　
い
う
耕
作
法
が
普
及
し
、
大
量
の
労
働
カ
を
投
入
し
栽
培
地
の
管
理

　
を
綿
密
に
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
単
位
面
稜
当
り
の
高
収
量
を
実
現

　
さ
せ
た
。

（
〃
）
　
植
村
前
掲
第
一
論
文
四
七
頁
。
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（
1
8
）
　
植
村
前
掲
第
二
諭
文
、
二
九
－
四
〇
頁
。

（
1
9
）
　
プ
ー
ケ
前
掲
原
著
（
一
九
七
八
年
版
）
九
一
－
九
三
頁
で
も
、

　
同
橡
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
2
0
）
　
植
村
前
掲
第
一
論
文
六
七
頁
、
同
第
二
論
文
四
二
－
四
四
員
。

　
も
う
と
も
、
一
九
一
八
年
の
新
借
地
条
例
で
は
、
二
十
一
年
半
の
長

　
期
借
地
の
場
合
に
は
少
く
と
も
五
年
毎
に
最
低
賃
借
料
基
準
を
決
定

　
し
、
こ
れ
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

（
2
1
）
　
植
村
前
掲
第
一
諭
文
四
七
買
。

（
2
2
）
　
植
村
前
掲
第
二
論
文
四
七
員
。

（
2
3
）
　
プ
ー
ケ
の
「
二
重
経
済
論
」
に
対
し
て
は
、
戦
前
、
戦
後
を
通

　
じ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
は
も
と
よ
り
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
含
む
他
の
国
々
の

　
各
方
面
の
挙
者
、
研
究
者
か
ら
そ
の
方
法
論
、
事
実
認
識
、
そ
し
て

　
政
策
論
的
帰
結
に
つ
い
て
、
す
で
に
様
々
な
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る

　
（
戦
前
に
つ
い
て
は
、
オ
胃
亭
9
員
婁
。
句
．
o
け
、
ρ
一
、
（
o
p
）
ニ
ミ
き
・

　
§
乏
§
向
s
§
§
ざ
『
§
砧
9
ミ
o
喜
、
ミ
b
§
茅
§
ぎ
掌
s
ミ

　
§
～
ぎ
ミ
ミ
一
（
峯
・
く
彗
匡
o
婁
o
弔
旨
豪
ま
畠
一
H
5
葭
墨
自
9

　
H
ま
α
）
編
集
者
序
説
（
と
り
わ
け
一
〇
－
二
九
員
）
に
詳
し
い
）
。

　
こ
れ
ら
の
批
判
に
は
正
鵠
を
得
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
同
時
に
、

途
上
国
の
経
済
発
展
が
容
易
に
定
着
し
難
い
現
実
に
直
面
し
て
い
る

　
昨
今
、
経
済
開
発
の
進
展
を
妨
げ
る
阻
害
要
因
が
二
重
経
済
と
い
う

　
形
で
内
在
し
て
い
る
と
見
た
プ
ー
ケ
の
着
眼
を
生
か
す
余
地
は
残
さ

　
れ
て
い
る
と
考
え
る
研
究
者
も
出
て
来
て
い
る
（
た
と
え
ば
、
蟹
O
－

　
き
員
＞
1
峯
－
一
§
雨
ξ
急
ざ
良
§
、
“
～
呉
ぎ
§
§
a
ミ
o
ミ
§
ミ

　
§
～
肉
s
§
ミ
o
b
§
更
冬
§
雨
↓
ミ
ぎ
o
o
慧
ミ
一
（
H
5
』
暮
冨

　
匡
o
冨
一
；
；
己
く
．
勺
冨
夢
H
o
ミ
）
第
十
三
章
。

（
2
4
）
　
プ
ー
ケ
前
掲
原
薯
（
一
九
七
八
年
版
）
十
二
頁
。

（
2
5
）
　
プ
ー
ケ
前
掲
原
著
（
一
九
七
八
年
版
）
四
頁
。

（
2
6
）
　
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
目
ン
の
た
め
の
安
価
な
労
働
は
、
必
要
と
あ
ら

　
ぱ
オ
ラ
ン
ダ
製
造
業
の
利
害
を
犠
牲
に
し
て
で
も
、
安
価
に
と
ど
ま

　
る
ぺ
き
で
あ
っ
た
o

（
η
）
　
悪
影
響
の
具
休
的
内
容
に
つ
い
て
は
、
植
村
前
掲
第
一
論
文
六

　
八
－
七
〇
に
詳
し
い
。

（
2
8
）
　
植
村
箭
掲
第
二
諭
文
参
照
」

（
2
9
）
　
板
垣
与
一
『
ア
ジ
ア
の
民
族
主
義
と
経
済
発
展
』
（
東
洋
経
済

　
新
報
社
、
昭
和
四
十
三
年
）
　
一
八
四
頁
。

（
3
0
）
　
「
あ
る
社
会
は
、
そ
こ
に
お
い
て
支
配
的
な
社
会
精
神
、
組
織

　
形
態
、
そ
し
て
技
術
に
よ
っ
て
経
済
的
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
」
（
プ

　
ー
ケ
前
掲
原
著
（
一
九
七
八
年
版
）
三
頁
）
と
す
る
体
制
観
。

（
3
1
）
複
合
の
分
け
方
は
筆
者
と
や
や
異
な
る
が
、
S
・
ア
ミ
ン
も

　
『
世
界
的
規
模
に
お
け
る
資
本
蓄
稜
』
（
＞
目
－
p
ω
芭
昌
ぎ
ト
．
§
§
§
－

　
、
昌
ミ
o
宮
」
卜
．
“
o
“
㎞
ミ
㎞
き
s
、
｝
ミ
♪
＞
自
“
H
o
勺
o
9
句
芭
ユ
9
－
喧
N
o
）
の

　
な
か
の
第
二
章
「
周
辺
資
本
主
義
構
成
体
」
で
同
様
の
視
点
を
提
示

　
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
古
屋
市
立
大
挙
助
教
授
）
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